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第１部 総論 

 

第１章 基本的事項 

 

 １．基本的な考え方策定の趣旨 

   長浜市では、冬季における道路の安全かつ円滑な交通を確保し、災害時における緊急

車両等の通行の確保、経済活動の停滞防止、市民生活の不便解消を図るため「道路除雪」

「路面凍結防止の作業」「消雪装置の稼働」を『雪寒対策』として実施しているところ

です。 

   雪寒体制については、１市２町合併（平成１８年２月１３日）において、合併協定項

目の調整方針（①一体性の確保 ②住民福祉向上の原則 ③負担公平の原則 ④健全

な財政運営の原則 ⑤行政改革推進の原則 ⑥適正規模準拠の原則）に基づいて「道路

雪寒対策は、合併後も現行水準を維持する。」としています。 

   また１市６町合併（平成２２年１月１日）において、合併協定別紙で、雪寒体制の取

り扱いについて、「市町道の除排雪については、合併時は現行のとおりとし長浜市に引

き継ぎ、合併後より適切な体制となるよう検討する。」としています。 

   さらには、合併基本計画（平成２６年１０月改定）において、災害に強いまちづくり

を進める中で「大雪を想定した適切な除雪体制の整備や、（中略）除排雪対策を図りま

す。」としています。 

   このように、市政として雪寒対策は重要課題の一つとなっているなか、先述の取り組

みや地域除雪作業委託補助、除雪機械購入補助等、様々な対応を実施してきたところで

す。 

   しかしながら、「道路除雪」及び「路面凍結防止の作業」について、「除雪路線にして

ほしい」「あの道は除雪されているのにこの道はなぜ除雪できないのか」「除雪されてい

ない」「除雪が遅い」「今、どこを除雪しているのか」「除雪の質が低下した」「凍結防止

剤の散布しすぎで車が錆びる。」等々、要望や苦情が数多く寄せられ、年々増加してい

る状況にあります。 

   このため、「道路除雪」及び「路面凍結防止の作業」が限られた予算の中で、効率的

かつ効果的に実施できるよう、また、持続可能な除排雪体制を確立すべく、除雪に関す

る基本計画である「長浜市道路雪寒対策の基本的な考え方について」（以下「基本的な

考え方」という。）を策定することとなりました。 

 

 ２．基本的な考え方の位置づけ 

   基本的な考え方は、平成２９年３月に策定した「長浜市総合計画」を上位計画とし、

その中の「２ まちづくりの政策・施策」の政策６「環境・都市」目標４「生活基盤の

整ったまちづくり」施策２「道路等の整備」に記載されている雪寒対策事業を具体化す
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るため、除雪に関する施策をまとめた個別計画です。 

 

 ３．計画の期間 

   本計画の期間は、平成ＹＹ年ＭＭ月１日から平成ＹＹ年３月末までの５年間としま

す。 
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第２章 基本方針 

 

 １．長浜市をとりまく状況 

   （１）現況 

      ① 位置・地形・気候 

        長浜市は、滋賀県の東北部に位置し、北は福井県、東は岐阜県に接してい

ます。周囲は伊吹山系の山々と、ラムサール条約の登録湿地でもある琵琶湖

に面しており、中央には琵琶湖に注ぐ姉川や高時川、余呉川等により形成さ

れた豊かな湖北平野と水鳥が集う湖岸風景が広がり、県内でも優れた自然

景観を有しています。  

        また、北國街道やこの街道と中山道を結ぶ最短経路であった北國脇往還

沿道や、戦国時代を偲ばせる長浜城や小谷城跡、賤ヶ岳、姉川古戦場をはじ

め、竹生島の宝厳寺、渡岸寺の国宝十一面観音をはじめとする数多くの観音

が祀られる観音の里など、すぐれた歴史的遺産を有しています。  

        この地域は、京阪神や中京、北陸の経済圏域の結節点としての位置にあり、

京都市や名古屋市からはおおよそ６０キロメートル圏域、大阪市からはお

およそ１００キロメートル圏域にあり、ＪＲ北陸本線・湖西線や北陸自動車

道を主な広域交通軸として、これらの経済圏域と利便性高く結びついてい

ます。さらに、平成１８年１０月にＪＲ北陸本線・湖西線が直流化されたこ

とにより、｢琵琶湖環状線｣として京阪神圏はもとより、北陸圏域への交通利

便性が今後ますます高まるものと考えられます。 

        気候は春から秋にかけては穏やかで過ごしやすく、冬季は日本海からの

季節風が吹き込み、雪による降水量の多い日本海側の気候となっています。 

        なお、余呉地区は特別豪雪地帯に、長浜、浅井、木之本および西浅井地区

は豪雪地帯に指定されています。 

 

      ② 人口 

        長浜市において、少子・高齢化の進行とともに、若年世代を中心とした都

市部への流出や、市北部地域から市南部地域へ、また、市南部地域から市外

へと人口の流出が続いています。 

        総人口は１１万８２３０人（平成２７年（２０１５年）国勢調査速報値）

で、うち１５歳未満の年少人口は１６，６３８人（－１，６０９人）、６５

歳以上の老年人口は３０，９５８人（＋１，３９４人）となっています。総

じて、平成２２年（２０１０年）と比較して、約５，９００人の減少となっ

ています。 

 

-3- 



 

 

 

 

      ③ 長浜市内の道路の概況 

        平成２８年３月末現在の長浜市の国道、県道、市道の総延長は約１，６６

９ｋｍであり、その内訳として、国道が約ＮＮＮｋｍ、県道が約ＮＮＮｋｍ、

市道が約１１９８．６ｋｍで、市道が全体の約７割を占めており、その延長

は国道の約１０倍、県道の約４倍となっています。 

        道路網の骨格は、市域のほぼ中央部を南北に縦貫する北陸自動車道と国

道８号、国道３６５号、市域の北部を東西に横断する国道３０３号を中心に、

これら国道相互を連絡する主要地方道、一般県道、主な市道により形成され

ています。 

 

      ④ 長浜市が管理する除雪実施路線の延長 

        平成２９年度の除雪実施路線の延長については以下のとおりです。 

 

【平成２９年度 除雪実施路線延長】※ 単位：ｋｍ 

 市道延長 
路線延長 

直営 委託 計 

長浜エリア ３６２．１ ５５．６ １５４．２ ２０９．８ 

浅井エリア １８１．１ ５２．６ ２９．４ ８２．０ 

びわエリア ９８．７ ６．１ ５１．８ ５７．９ 

虎姫エリア ６１．４ １６．０ ３２．０ ４８．０ 

湖北エリア １３７．０ ５３．３ １７．５ ７０．８ 

高月エリア １１０．１ ３０．４ ４５．６ ７６．０ 

木之本エリア １００．６ １６．６ ５２．７ ６９．３ 

余呉エリア ８１．０ ２．２ ９．７ １１．９ 

西浅井エリア ６６．６ １７．０ ２１．３ ３８．３ 

計 １１９８．６ ２６０．２ ４０３．８ ６６４．０ 
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      ⑤ 長浜市が管理する消雪設備の延長 

        平成２９年ＭＭ月ＤＤ日現在の長浜市が管理する消雪設備の延長等は以

下のとおりです。 

 

【平成２９年度 消雪設備延長】 

 消雪装置延長（単位：ｍ） 水源地（単位：箇所） 

消雪工 流雪工 地下水利用 河川水利用 

長浜エリア １，５８８ － ５ － 

浅井エリア １２，３８５ ７６０ １１ ３ 

びわエリア ５８０ － １ － 

虎姫エリア ９１ － － － 

湖北エリア ２，３４８ － ２ １ 

高月エリア ８，５７８ － １１ １ 

木之本エリア ３，１８０ － ３ １ 

余呉エリア １６，６０１ － ２９ ７ 

西浅井エリア ５，８０４ － １１ １ 

計 ４５，４６１ － － － 

 

   （２）降雪傾向 

       ２００１年以降の長浜市の南部・北部の降雪量は以下の通りです。 

       南部、北部とも、近年では２００６年（平成１７年）に最も大きい降雪量を

記録しています。 

       なお、長浜市南部には観測地点が存在しないため、米原市（観測地点：米原

市朝日地区）の数値を長浜市南部として読み替えます。 
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【長浜市南部（米原）・北部の降雪量】※ 合計・値の単位：ｃｍ 

地域 南部（米原市朝日地区） 北部（柳ヶ瀬） 

年 
降雪

合計 

日降雪の最大 最深積雪 降雪

合計 

日降雪の最大 最深積雪 

値 月日 値 月日・時刻 値 月日 値 月日・時刻 

2001 - - - - - - 699 47 1/16 160 1/17 11:00 

2002 301 42 1/3 53 1/3 24:00 701 51 1/3 108 2/13 9:00 

2003 157 29 12/26 44 12/27 6:00 360 30 1/30 41 12/27 9:00 

2004 150 14 2/5 21 1/14 11:00 468 34 2/7 89 2/8 2:00 

2005 221 33 2/2 40 2/3 9:00 614 50 3/13 124 2/3 9:00 

2006 492492492492    54545454    12/22 83838383    12/27 11:00 872872872872    71717171    12/13 202202202202    12/23 13:00 

2007 81 28 3/12 27 3/12 10:00 151 22 3/8 18 3/9 8:00 

2008 187 24 2/14 59 2/17 8:00 385 47 1/1 97 2/18 1:00 

2009 61 10 1/24 10 1/24 14:00 210 24 1/24 47 1/16 1:00 

2010 268 39 1/1 65 1/7 14:00 409 34 1/6 136 2/6 7:00 

2011 294 40 12/31 65 1/31 10:00 581 57 1/31 249 1/31 13:00 

2012 411 41 12/25 78 2/2 23:00 599 51 12/25 181 2/10 7:00 

2013 231 25 12/24 26 12/24 7:00 499 45 1/26 100 1/28 5:00 

2014 126 47 12/28 39 12/29 7:00 318 58 12/28 79 12/29 8:00 

2015 258 34 1/2 52 1/2 10:00 597 55 1/1 160 2/10 13:00 

2016 63 31 1/25 28 1/25 14:00 174 48 1/25 62 1/25 24:00 

  

-6- 



 

 

 

 

   （３）エリアごとの除雪班の人員数 

       平成２９年度の長浜市のエリアごとの除雪班の人員数は以下のとおりです。 

 

【除雪班の人員数（１班当たり）】                    （単位：人） 

地区名 長浜 浅井 びわ 虎姫 湖北 高月 木之本 余呉 西浅井 

班 数 ４班 ５班 ４班 ４班 ４班 ４班 ５班 ５班 ５班 

本 

 

部 

 

員 

本部長 副 市 長 

副本部

長 
都市建設部長 北部振興局長 

地区本部長 都市建設部長 支所長 
支所

長 

北部振

興局長 
支所長 

班 長 １ １ １ １ １ １ １ １ １ 

副班長 ２ １ １ １ １ １ １ １ １ 

パトロール ４ ２ １ １ １ １ １ １ １ 

班 

員 

オペレータ ６ ８ １ ６ ５ ６ ４ ２ １ 

助 手 ６ ８ １ ２ ３ ２ ３ ２ １ 

合 計 １９ ２０ ５ １１ １１ １１ １０ ７ ５ 

  ※ 各地区本部員については、以下の業務を担当しています。 

   ・班長………担当地区の除雪作業の総括 

   ・副班長……班長の補助 

   ・パトロール員…現地情報の収集等 

除雪作業出動および終了の判断（指示）、作業内容に関する指導、除雪作業状況の確

認およびオペレータへの指示、外部からの問合せ･苦情対応、事故発生時の対応およ

び処理等 
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   （４）除雪の出動回数 

       過去５年の長浜市の除雪の出動回数は以下のとおりです。 

 

【除排雪の出動回数】※ 単位：回 

 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平均 

本庁管内本庁管内本庁管内本庁管内（の（の（の（の

べ）べ）べ）べ）    
                        

長浜エリア       

浅井エリア       

びわエリア       

虎姫エリア       

湖北エリア       

北部振興局管北部振興局管北部振興局管北部振興局管

内内内内（のべ）（のべ）（のべ）（のべ）    
                        

高月エリア       

木之本エリア       

余呉エリア       

西浅井エリア       

 

   （５）除雪車の保有状況 

       長浜市においては、市直営において除雪を行うエリアと、市内業者に委託し

て除雪を行うエリアの二通りの方法で除雪を行っています。 

       市内業者への委託について、業者が所有する機械で除排雪を行う委託契約

（以下「借上委託」という。）と、市が所有する機械を業者に貸与して除雪を

行う委託契約（以下「貸与委託」という。）の二通りの手法を併用しています。 

       市直営、市内業者ともに、オペレータの人材確保が課題となっています。 

 

      ① 長浜市の所有する除雪車両について 

        長浜市の所有する除雪車両について、大型のホイールローダやダンプト

ラック等、大型の除雪車両が８５台、また、小型のホイールローダやロータ

リー除雪機をはじめとする小型の除雪車両が１０台、計９５台の除雪車両

を保有しています。 

        これら長浜市の所有する除雪機には、市の職員が直接乗り込み操作する

もの（直営）と、市所有の車両を貸与することにより、委託業者のオペレー

タが操作する（貸与）ものと、２種類の運用のされ方があります。 

        直営・貸与ともに車両の老朽化が進んでおり、年々維持管理費用が増嵩し

（現在調査中） 
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ている状況があることから、車両の計画的な更新を行っていくことが必要

です（除雪車両の詳細については、別表「除雪車両および格付一覧」参照）。 

 

      ② 委託業者が使用する除雪車両について 

        長浜市の委託契約においては、先述しました市所有の除雪機械を委託業

者に貸与するパターン（貸与）と委託先の土木業者が所有する除雪機械を使

用するパターン（持込）の２つのパターンがあります。 

        平成２８年度除雪作業において、持込委託および貸与委託の地区別の状

況は以下のとおりです。 

 

【長浜市の除雪作業受託業者 持込／貸与委託 集計】 

 

持込委託 貸与委託 

委託業者数 車両台数 委託業者数 車両台数 

長浜エリア     

浅井エリア     

びわエリア     

虎姫エリア     

湖北エリア     

高月エリア     

木之本エリア     

余呉エリア     

西浅井エリア     

計     

 

   （６）長浜市の除雪車格納庫の状況 

       現在、長浜市で保有する除雪車格納庫の状況は以下のとおりです。 

       （次ページへ） 

  

（現在調査中） 
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【長浜市が保有する除雪車格納庫 一覧】 

施設名称 棟別名称 住所 用途 階数 構造 
面 積

（㎡） 
建設年 建築設備 防火設備 

今川雪寒

基地（旧

長浜市） 

車庫兼事

務所（西） 

今 川 町

176 番地

1 

車庫（兼

事務所） 
1 S 造 158 H6 ○ × 

車庫（中） 車庫 1 S 造 292 S53 ○ × 

浅井雪寒

基地（旧

浅井町） 

車庫（北） 
三 田 町

1375番地 

車庫 1 S 造 120 H1 ○ × 

車庫（西） 車庫 1 S 造 336 S60 ○ × 

車庫（東） 車庫 1 S 造 180 H6 ○ × 

弓削雪寒

基地（旧

びわ町） 

車庫 
弓 削 町

348 番地 
車庫 1 S 造 294 H7 ○ × 

杉野除雪

格 納 庫

（旧木之

本町） 

車庫 

木之本町

杉野 306

番地 1 

車庫 1 S 造 150 H6 ○ × 

（仮称）

北部地域

雪寒基地 

車庫 

木之本町

木 之 本

2127番地 

車庫 1 S 造 
650 

(予定) 

H31 

(予定) 
未定 未定 

余呉除雪

車庫・詰

所（旧余

呉町） 

車庫 

余呉町中

ノ郷 926

番地 

車庫 1 S 造 202 S54 ○ × 

永原除雪

車 車 庫

（旧西浅

井町） 

車庫 

西浅井町

大浦 180

番地 

車庫 1 S 造 108 S53 ○ × 

塩津除雪

車 車 庫

（旧西浅

井町） 

車庫 

西浅井町

塩 津 中

305 番地

1 

車庫 1 S 造 308 H4 ○ ○ 

※ 虎姫エリアについては除雪車両格納庫がありません。 

  （支所内の駐車場等で保管） 

※ 高月エリアについては、平成３１年度完成予定の（仮称）北部地域雪寒基地に格納予定

です。 

※ 湖北エリアについてはバス格納庫（教育総務課所管）内で除雪車両を保管しています。 
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   （７）市の財政状況と道路の除雪経費 

       過去５年度の長浜市の財政状況と道路の除雪経費（決算）は以下のとおりで

す。 

       平成２４年度から平成２８年度の過去５か年度間に、約１８億円余り、平均

１か年度あたり約３億７０００万円を除排雪経費に要しています。 

 

【長浜市の財政状況と道路の除雪経費 決算】※ 単位：千円 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ 合計 平均 

歳 

入 

決算額決算額決算額決算額    308,383308,383308,383308,383    256,388256,388256,388256,388    481,490481,490481,490481,490    312,863312,863312,863312,863    493,833493,833493,833493,833    1,852,9571,852,9571,852,9571,852,957    370,591370,591370,591370,591    

一般財源 294,383 220,537 333,603 290,693 462,663 1,601,879 320,376 

国・県費他 14,000 35,851 147,887 22,170 31,170 251,078 50,216 

歳 

出 

決算額決算額決算額決算額    308,383308,383308,383308,383    256,388256,388256,388256,388    481,490481,490481,490481,490    312,863312,863312,863312,863    493,833493,833493,833493,833    1,852,9571,852,9571,852,9571,852,957    370,591370,591370,591370,591    

除 雪 車 関

連 

68,983 60,179 107,210 72,864 52,005 361,241 72,248 

消 融 雪 装

置関連 

51,170 49,897 63,626 94,594 98,884 358,171 71,634 

作 業 委 託

料 

145,662 125,310 265,166 120,199 276,270 932,607 186,521 

各 種 補 助

金 

19,259 5,084 13,371 3,745 11,162 52,621 10,524 

そ の 他 事

務費 

23,308 15,918 32,117 21,479 55,512 148,334 29,667 

 ※１ 「除雪車関連」支出には、車両の購入費用の他、燃料費・修繕費・保険料・税金等

が含まれます。 

 ※２ 「消雪装置関連」支出には、装置の維持管理費用（管理委託料・修繕料・電気代等）

の他、新規設置する際の設計費用や工事費用も含まれます。 

 ※３ 「各種補助金」支出は、除雪機械購入補助金と地域除雪作業委託補助金の合計額で

す。 

 ※４ 「その他事務費」支出には、職員手当や消耗品の購入費用、その他除雪車両運行管

理システムの導入および運用費用も含まれます。 

 

   （８）自治会向けの除雪支援制度（補助）について 

       現在、本市においては地域住民の自助・共助による除雪作業を推進するべく、

自治会向けに「除雪機械購入補助金」「地域除雪作業委託補助金」という二つ

の補助制度を設けています。 
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      ① 除雪機械購入補助金 

       ＊ 目的 

          通学路や町内の生活道路など公道の除雪を自主的に取り組まれる団

体に対して、除雪機械の環境整備を促進すること 

       ＊ 補助対象団体 

          自治会、その他市長が認めた団体 

       ＊ 補助対象となる経費 

          除雪機械の購入費用 

       ＊ 補助金の額 

          除雪機械１台の購入価格の２分の１以内 

          ただし、補助金の最高額は１５０万円 

 

【参考：年度ごとの利用実績（決算額）】 

年度 補助件数 金額（単位：千円） 

平成２４年度 23 15,382 

平成２５年度 4 2,735 

平成２６年度 3 4,495 

平成２７年度 2 2,097 

平成２８年度 2 383 

※ 平成２８年度については平成２８年１２月２８日現在 

 

      ② 地域除雪作業委託補助金 

       ＊ 目的 

         自治会が業者などに委託する除雪作業の委託料を補助することで、降

雪時の生活道路の通行確保を図ること 

       ＊ 補助対象団体 

         自治会が生活道路の通行確保のために業者または自治会員に委託する

機械除雪作業の委託料で、次の全てを満たすもの。 

        ・ 自治会と業者間、または自治会と自治会員との間で委託契約を締結し

ていること 

        ・ 除雪作業を行う路線で、次のいずれかに該当すること 

          除雪指定路線以外の市道、車両通行可能な生活道路で沿線に概ね５

戸以上の住居を有する路線、小中学校の通学路に指定されている路線、

除雪指定路線に付帯する歩道等 

       ＊ 補助対象となる経費・補助金の額 

          自治会が支払う委託料（時間単価に実稼働時間を乗じた額）の５０％
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以内 

 

【参考：年度ごとの利用実績】 

年度 補助件数 金額（単位：千円） 

平成２４年度 86 3,877 

平成２５年度 122 2,349 

平成２６年度 120 8,876 

平成２７年度 124 1,648 

平成２８年度 116 10,464 

※ 実績額は降雪量により左右されるため、年度ごとにばらつきがあります。 

 

 

 ２．基本的な考え方の目的 

   （１）基本的な考え方の目的 

       長浜市では、第１章 １．の第１段落にもありますように「冬季における道

路の安全かつ円滑な交通を確保し、災害時における緊急車両等の通行の確保、

経済活動の停滞防止、市民生活の不便解消を図る」ことを目的とし、除雪業務

を実施しています。 

       この考え方に基づき、幹線道路と集落内の基幹となる道路について除雪業

務を実施します。 

 

   （２）基本的な考え方を実施していくにあたっての基本原則 

       そこで、上記の目的を達成するべく、以下の３点を基本原則とします。 

      ①①①①    除除除除雪事業について、市民・事業者・行政は互いに各々が果たすべき責務を雪事業について、市民・事業者・行政は互いに各々が果たすべき責務を雪事業について、市民・事業者・行政は互いに各々が果たすべき責務を雪事業について、市民・事業者・行政は互いに各々が果たすべき責務を

果たし、また、互いに協力する。果たし、また、互いに協力する。果たし、また、互いに協力する。果たし、また、互いに協力する。    

      ②②②②    バスバスバスバス路線およびＪＲ駅、ならびに総合病院へのアクセスを中心に据えた路線およびＪＲ駅、ならびに総合病院へのアクセスを中心に据えた路線およびＪＲ駅、ならびに総合病院へのアクセスを中心に据えた路線およびＪＲ駅、ならびに総合病院へのアクセスを中心に据えた

除除除除雪実施路線および優先順位の設定を行う。雪実施路線および優先順位の設定を行う。雪実施路線および優先順位の設定を行う。雪実施路線および優先順位の設定を行う。    

      ③③③③    除雪事業を持続的に実施可能なものにするべく、長期計画に基づいた除除雪事業を持続的に実施可能なものにするべく、長期計画に基づいた除除雪事業を持続的に実施可能なものにするべく、長期計画に基づいた除除雪事業を持続的に実施可能なものにするべく、長期計画に基づいた除

雪関連財産（重機および雪関連財産（重機および雪関連財産（重機および雪関連財産（重機および消融雪装置等）の導入・更新・維持管理・処分を行消融雪装置等）の導入・更新・維持管理・処分を行消融雪装置等）の導入・更新・維持管理・処分を行消融雪装置等）の導入・更新・維持管理・処分を行

う。う。う。う。    
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   （３）基本原則を踏まえた基本方針 

       そして、上記（２）にて示した基本原則に基づき、以下の項目について、「第

２部 各論」においてそれぞれ基本的な考え方を示します。 

 

      １．除雪対策本部の体制について（Ｐ．ＮＮ） 

         短期的には、現在の体制を維持します。 

         長期的には、路線の見直し・支所機能の縮小・職員数の減少に併せて、

現在、旧市町エリアごとに設置している本部機能の統合も検討します。 

         その他、職員減少に対応すべく、性別に依らず従事が可能な業務につい

ては、女性職員も班員として組み込むことを検討します。 

 

      ２．除雪路線・エリアの整理および情報公開（Ｐ．ＮＮ） 

         既存の除雪路線については、当面の間、原則その規模を維持します。 

         また、新規除雪路線を認定する際の基準作りを行います。 

         除雪路線については、その全てを一斉に行うことは出来ないことから、

幹線的な機能を持つものや緊急輸送路等、重要度が高いと認められるも

のについては優先的に行う等、効率的かつ効果的な除雪が行うことが出

来るよう、整理を行います。 

         長期的には、人口の減少や交通環境の変化により、除雪を行うことが有

効ではないと認められる路線については、その認定を解除できるような

仕組み作りを検討します。 

 

      ３．除雪車両格納庫の新設および更新（Ｐ．ＮＮ） 

         現在、除雪車庫が無い虎姫エリア・高月エリアについては新設します

（高月エリアについては、現在更新が予定されている（仮称）北部地域雪

寒基地へ、木之本エリアの車両基地と統合し、整備します。）。 

         既に車庫が設置されているエリアについては、築年数が古いものから

順次更新します。 

         なお、将来的な支所機能の縮小も考えられることから、「１．除雪対策

本部について」と整合性をとるべく、新設・更新の場合には、本部事務所

の車庫との併設の有無を問わず、本部体制を執るために必要なスペース

とインフラを除雪対策本部のために確保します。 

 

      ４．除雪車両の計画的な更新（Ｐ．ＮＮ） 

         除雪車両の更新については、その費用を平準化できるよう、計画的に更

新します。 
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      ５．消雪装置の維持管理および新規導入（Ｐ．ＮＮ） 

         市が整備し、管理する消雪装置については、その費用を平準化しつつ、

計画的に更新します。 

         市が整備し、自治会が管理する消雪装置については、その地元負担が地

域ごとに異なることから、市内全域で均一化することが出来ないか、検討

します。 

         まずは、上記の基礎資料となるよう、市内に有る消雪装置について、整

備された時期や延長など、台帳の再整備を行います。 

         そして、除雪作業費用との比較から、一定の条件を満たすと考えられる

路線については、消雪装置を導入することが出来ないか検討します。 

 

      ６．除雪対策について年間を通じ専門的に行う体制の整備（Ｐ．ＮＮ） 

         除雪事業に関する事務や、苦情、要望が年々増加傾向にあることから、

年間を通じて除雪事業を専門的に行う体制を整えるべく、関係課との調

整、協議を行います。 

 

      ７．自治会が主体となった除雪対策を助成する制度の整備（Ｐ．ＮＮ） 

         短期的には、自治会以外の団体（ＰＴＡ等）にも助成対象を広げる等、

自治会だけでなく、市民団体が主体となった除雪対策を推進すべく、制度

の見直しを行います。 

         長期的には、現在の制度（除雪機械購入補助制度、地域除雪作業委託補

助制度）を一本化し、自治会の工夫で様々な活用が可能な「地域除雪に関

する一括交付金」のような制度が出来ないか検討します。 

 

      ８．除雪業務に関する広報・広聴の充実（Ｐ．ＮＮ） 

         除雪業務について、どれだけの費用を要しているか、どれだけの人員を

割いているのか等、その費用面をはじめ、これまで除雪業務に関する情報

を積極的に公開してはいなかったことから、市民に向けてこのような情

報を公開できないか検討します。 
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